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A2Lファイル作成を内製ツールから切り替え
2日程度を見込んでいた作業がわずか数分に
株式会社デンソー（以下、デンソー）でパワートレイン ECUのソフトウェア開発を担当するパワトレイン制御技術部では、ECUの 
計測・適合に必要な A2Lファイルの作成を効率化するために、A2Lファイルの作成・編集ツールであるベクターの「ASAP2 
Tool-Set」を2021年に導入しました。さらに2024年にはASAP2 Tool-Set Server Edition（サーバーエディション）も 
導入し、Jenkins等を活用した A2Lファイル作成の自動化を進めています。

ECUの計測・適合に必要な A2Lファイルを 
内製ツールで作成

ECUの RAM値の読み出しや ECUの適合（キャリブレーション）
を行うには、計測変数名や適合変数名、それら変数の物理メモリ
アドレス、変数のタイプ、min/max範囲などを記述した A2L
ファイル（ASAP2データベース）が必要です（図 1）。
A2Lファイルは自動車業界の標準団体である ASAM
（Association for Standardization of Automation and 
Measuring Systems）によって「MCD-2 MC」として規定さ
れた業界標準仕様に基づいています。なお、MCDとは、計測
（Measurement）、適合（Calibration）、診断（Diagnostics）
の頭文字に由来し、末尾のMCはそのうちの計測と適合が対象
であることを示しています。

MCD-2 MCの仕様書は ASAMのウェブサイトから入手可能で
す [*]。そのため、自社で A2Lファイルの作成ツールを開発して
いるOEMやサプライヤーも多いようです。
グローバルサプライヤーであるデンソーでパワートレイン ECU
のソフトウェア開発を担当するパワトレイン制御技術部でも、 
過去にはビルド後の実行ファイル（ELFファイル）からA2Lファ
イルを作成する内製ツールを開発し運用していました。
ただし、次のような課題があったと、同 設計 2室 担当課長の 
ティワリ・アミット氏は説明します。「内製ツールでは変数の構造
体や適合パラメーターの詳細に関する情報まではサポートしてい
ませんでしたので、それらの追加情報は表計算ソフトで作成し、
ELFファイルと合わせて内製ツールに与える必要がありました。
また、ECUに使用するマイコンの品種によってはアドレスのアラ
イメントが異なるため、その都度、内製ツールを修正して対応す
る必要がありました」
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こうした課題もあり、当時は A2Lファイルの作成に 2日程度の
日数を見込んでいたそうです。
パワートレイン ECUは BEVや HEVに欠かせないコンポー 
ネントのひとつであり、デンソーでもエレクトリフィケーション 
（電動化）を主要分野と位置付けて重点的に開発に取り組んでい
ます。そのため、ECUの計測・適合に必要な A2Lファイルの 
作成についても効率化が求められていました。
こうした状況において同部が採用したのが、ベクターの A2Lファ
イル作成ツールである「ASAP2 Tool-Set」です。

わずか 1分で 
A2Lファイルを生成

ベクターの ASAP2 Tool-Setは、ツールセットという名前の 
とおり、A2Lファイルの作成、更新、マージ、比較、チェック、編集
などの機能を備えたツール類で構成されています（表 1、図 2）。
同 設計 1 室 課長の藤田 純氏は、ASAP2 Tool-Setを採
用した理由について次のように述べています。「ベクターの
ツールは 20年以上前から使ってきましたし、量産車には
AUTOSAR互換 OSであるMICROSARを採用しています。 
ベクター製品であれば品質を含めて問題ないと判断しました」 

図 1. ECUの RAM値読み出しや適合に使われるA2Lファイル（ASAP2データベース）。ベクターの CANapeなどの ECU計測・適合ツールで参照される

ツール名 機能

ASAP2 Creator Cコードに埋め込んだ専用のコメントに基づき、A2Lファイルを自動作成

ASAP2 Updater リンカーマップファイルおよびデバッグファイルの内容に基づき、A2Lファイル内のアドレスと構造の情報を更新

ASAP2 Merger 複数の A2Lフラグメントをマージして、ひとつの共有 A2Lファイルを生成

ASAP2 Comparer 2つの A2Lファイルを比較し、比較結果を各種のレポート形式でエクスポート

ASAP2 Checker A2Lファイルに構文上のエラーや意味上のエラーがないかを確認

ASAP2 Modifier フィルタリングで A2Lファイルを絞り込み、変更、追加、最適化を実行

ARXML Converter AUTOSAR ARXMLファイルのMCサポートデータを A2Lファイルに変換

ASAP2 Studio A2Lファイルの作成、視覚化、編集と、外部形式でのインポートとエクスポート

表 1. ASAP2 Tool-Setを構成するツール類。ASAP StudioのみGUIベースで、残りはすべてコマンドベース
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なお、他社製品についても調査したそうですが、同等の機能を
持つ製品はほとんど見つからなかったそうです。
「ASAP2 Tool-Setをトライアルで評価してみたところ、1分も
かからずに A2Lファイルが作成されましたし、サードパーティ
製の ECUの計測・適合ツールでも問題なく読み込めることも 
確認できました。ライセンス費も大きな負担にならない金額でし
たので、2021年に正式に導入しました」と、藤田氏は説明します。
ティワリ氏は、「ASAP2 Tool-Setを部内のメンバーに公開したと
ころ、これまでに比べて大幅な時間短縮が図れるため、内製ツー
ルから一気に移行が進みました」と述べています。

ASAP2 Tool-Set Server Edition 
（サーバーエディション）を導入して処理を自動化

当初、デンソーが導入した ASAP2 Tool-Setはスタンドアロン版
で、部内のパソコンにインストールして使用していました。その
後、2024年 9月にASAP2 Tool-Set Server Edition（サーバー 
エディション）を導入します。
「スタンドアロン版はデバイスに固定されるライセンスでしたので、
所定のパソコンで操作しなければなりません。定時内には庶務担当

図 3. ASAP2 Tool-Setスタンドアロン版（上）とサーバーエディション（下）。CI（継続的インテグレーション）を含む自動化には、リモートサーバー上で処理が
可能なサーバーエディションが適する

図 2. ASAP2 Tool-Setの各ツールの役割。A2Lファイルの作成には、主に、ASAP2 Creatorまたは ASAP2 Updater、ARXML Converterが用いられる



04Technical Article / January 2025

者に作業を兼任してもらっていたのですが、夜間や休日にはそれ
ぞれの開発者が事務所に来て作業をしていました」（藤田氏）
また、新型コロナウィルス感染症の影響もあったと、ティワリ氏
は説明します。「そのほかの開発環境は在宅でも利用できるように
整備したのですが、ASAP2 Tool-Setはライセンスがデバイスに
紐づいていましたので、A2Lファイルを作成するためだけに出社
する必要がありました」
ASAP2 Tool-Set Server Editionは ASAP2 Studioを除いて
コマンドラインからの操作を基本にしています（図 3）。すなわち、
バッチやシェルスクリプトから起動する使い方に適しています。
デンソーでは次のような自動処理を進めています。ひとつが
Jenkinsを使った自動化です（図 4）。「特定のフォルダに ELF
ファイルが置かれると、ベンダーや ECU固有の情報を記述した
AMLファイルとともにASAP2 Updaterが読み込んで、A2Lファ
イルを生成する、というバッチファイルを作り、Jenkinsを使っ
て 1分ごとに処理を回しています」（藤田氏）
もうひとつが、MATLAB/Simulinkから A2Lファイルの作成
までをワンクリックで処理するツールです（図 4）。「MATLAB/
SimulinkからC言語を生成し、コンパイルとリンク処理を経由
して、リンカーが出力した ELFファイルを先ほどの特定フォルダ
に置くツールを開発しました。そのあとは Jenkinsによる 1分ご
との起動処理によって A2Lファイルが自動的に作成される仕組
みです」（ティワリ氏）
ASAP2 Tool-Set Server Editionは部内の複数の開発者が利用
しており、A2Lファイルの作成頻度は 1日 5回程度とのことです。
ひとつの A2Lファイルで定義している計測変数はおよそ 2万個、
キャリブレーションの適合変数もおよそ 2万個です。

大幅な効率化を実現した 
ASAP2 Tool-Setを高く評価

ASAP2 Tool-Setの機能や性能については両氏ともに満足し
ているそうです。その理由として、内製ツールでは 2日程度か
かっていた A2Lファイルの作成作業が、Pythonによる後処
理を加えても数分で終えられるようになったこと、サードパー
ティ製の ECUの計測・適合ツールとの相性にまったく問題ない 
こと、などを評価しています。
以上、デンソーにおけるASAP2 Tool-Setの活用事例を紹介し
ました。ベクターでは今後とも機能の強化や、お客様の実利用
に即したライセンスの提案に努めていきます。

[*] ASAM会員は無償でダウンロード可能
https://www.asam.net/standards/detail/mcd-2-mc/

画像提供元：
表紙画像、図 1、2、3、4：ベクター・ジャパン株式会社

記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
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図 4. 特定フォルダに置かれた ELFファイルから 1分ごとにA2Lファイルを作成する Jenkinsによるフロー（図の「Jenkins」）と、MATLAB/Simulinkでのモデル
開発からA2Lファイルの作成までをワンクリックで処理するツールのフロー（図の「便利ツール」）


